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お知らせ

愛・地球博記念公園で185日間にわたり開催され
ていた愛・地球博20祭も9月25日に閉幕しました。
あいち海上の森センターでも20祭連携イベント

を実施してきました。大勢の方にご参加いただき
誠にありがとうございました。
なお、写真展示は12月25日まで募集を延長し

ました。また、スタンプラリーは記念品がなく
なるまで期間延長して実施します。
引き続きご参加をお待ちしております。

スタンプラリー＆
万博当時の建物は今？クイズ

海上の森写真展示

写真展示記念品
（スマホスタンド）

スタンプラリー記念品
（キーホルダー）

３市合同消防訓練が行われました！

11月21日（金）、瀬戸市、豊田市、
長久手市の３市による合同消防訓練が
海上の森センター（敷地内駐車場及び
遊歩道）で実施されました。
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海上の森散歩
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ノコンギク

自然を題材とした慣用句、ことわざ、故事成句はたくさんあります。今回は、里山でよく見られ
る植物に関するものを探してみました。
〇松
・門松は冥途の旅の一里塚（めでたくもあり、めでたくもなし）：新年の玄関先
に立てられる門松は、考えようによっては、あの世への旅路で毎年一里ずつ死
に近づいてゆくことを示すもの。

〇梅
・梅は百花の魁：まだまだ寒い時期に、他の花に先駆けて一足先に花をつけ春を
告げること。

〇桃
・桃李もの言わず：桃李の花の美しさに惹かれて黙っていても人が集まってくる
ことから、徳望のある人物には自然に人々が慕ってくること。

・桃源郷：俗世を離れた人々が平和に暮らす別天地。
〇柳
・柳は緑、花は紅：春になると柳は緑色の葉をつけ、桜は紅の花をつけることか
ら、美しい春景色をたとえた成句。天然のままで人の手が入っていない様子や
物事に自然の理法が備わっていることのたとえとしても使われます。

・柳に風：自然に逆らわずうまく対応すること。
・柳の下のどじょう：一度良いことがあっても、繰り返して良いことが起こると

は限らないこと。
〇紅葉
・紅葉に置けば紅の露：白い露も紅葉の上に落ちると赤く見えるように、置か
れた環境により外見が変化することのたとえ。

参考文献 槌田満文．四季ことわざ辞典．株式会社 東京堂出版，2002年（再販），375P.

海上の森はいま

今年は愛・地球博２０周年ということで
当センターでも様々な催しを行いました。
その一環として、愛知県陶磁美術館との連
携イベント「セトモノタイムトリップ―モ
リの時間、ツチの時間、ヒトの時間―」を
９月２０日から１１月１７日の期間中に実
施し、４７名の方にご参加いただきました。
海上の森は、かつて人の生活のための燃

料として山の伐採が進みはげ山となり、そ
こから人の手で豊かな自然に回復した歴史
がありますが、現在は手入れが間に合って
おらず健全な森林にするためには森林整備
（除伐）が必要となっております。
森林整備は少しずつ進めておりますが「発
生した伐採木を活用したい！」と考えたと
き、瀬戸の歴史を振
り返って「やきもの
の燃料にしてはどう
だろう」ということ
からこのイベントは
始まりました。

セトモノタイムトリップでは、陶磁美術
館に全面協力していただき、森林整備（雑
木の伐採及び薪の採集）、やきものの材料、
成型、焼成、窯入れ、窯出しを実施しまし
た。
やきものの材料となる土は人類史が始ま

るよりはるか昔からつくられ、燃料となる
木は長い年月をかけてできた森から採集し、
いま私たちの手でやき
ものが完成する。そん
な時の流れに思いを馳
せる（タイムトリップ
する）イベントとなっ
たのではないかと思い
ます。

〇セトモノタイムトリップを実施しました！
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この人！～愛知万博から２０年を迎えて～
浦井 巧さん

センター職員随想リレー 語りべの一言

あいち海上の森フォーラム実行委員会
事務局長 浦井 巧

去る９月１５日に、あいち海上の森フォ
ーラム実行委員会の主催で「海上の森」を
テーマに「愛・地球博20周年記念シンポジ
ウム」をモリコロパークで開催しました。
私もパネリストとして参加し、あいち海

上の森センターの開設前後のことを改めて
振り返り「海上の森」に関して、数多くの
検討会や準備会合などが開催され、多くの
議論を経て、取り組みの基本や今の姿が出
来上がっていることに気づかされました。
「人と自然の共生国際フォーラム」は、

万博の剰余金を活用して開催された事業で
すが、終了後それを継承して実施している
、海上の森フォーラムも今年で９年目を迎
えました。
年１回のシンポジウムをメインとして、

海上の森課題研究者の募集・関連団体等の
顕彰事業・写真募集事業などを展開してき
ました。
シンポジウムでは、人と自然の共生につ

いて、様々な視点からの講演や、意見交換
などで議論しましたが、答えはなかなか見
出せない永遠のテーマであります。
「海上の森」は、今も多くの人が散策や

体験活動などのために訪れており、いろん
な形で活用されており、人と自然の共生を
実践している場ではないかと思います。
今後もこれを継続していくためには、海

上の森の保全・管理のあり方と人づくり、

そしてそのシステムづくりが必要だと感じ
ています。 
そこで１つ提案します。「海上の森での

地域通貨による里山保全システム」です。
「海上の森」でのみ通用する地域通貨（

「海上通貨」仮称）を発行し、里山保全の
ための森の手入れとか農地の保全活動に参
加された人に、１日で１海上通貨を差し上
げ、例えば、３海上通貨で収穫祭に参加で
き、里でとれた収穫物と交換できるといっ
たシステムです。
これにより、だれでも楽しく気軽に活動

に参加でき、参加者を増やすとともに、
参加のモチベーショ
ンを上げるという効
果を期待するもので
す。
２０周年を迎え、

是非一つのツールと
して考えていただき
たいと願っています。

海上の森センターに赴任して半年になり
ます。以前海上の森センターに勤務したこ
とがありますので出戻りです。
半年勤務しての感想ですが、昨年までの

職場は名古屋の栄でしたので、環境の変化
に改めて戸惑っています。
例えば通勤ですが、昨年まで駅から１分

ほどでしたので、ほとんど歩く必要があり
ませんでしたが、今は駅から３０分ほど歩
きます。

日差しの強い夏はサングラスが欠かせま
せん。紫外線を防ぐ帽子も必須です。
一方退勤時は、最近のような日没が早い

時期は早々に真っ暗になりますので足元を
照らす懐中電灯が欠かせません。クマ鈴も
一応持っています。
こうした思いもよらぬ環境の変化ですが、

相変わらずの海上の森の姿に懐かしさを感
じつつ日々勤務しています。（Ｈ．Ｉ）
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あいち海上の森センターホームページでカラー版を見ることができます。

ホームページ

＜ QRコード ＞
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職場研修

海上の森ミニセミナー

〇海上の森ミニセミナーを開催しました！

〇海上の森センター職場研修を行いました！

近隣の類似施設を訪問・見学し、施設職員と意見交換をしました。

①おかざき自然体験の森
施設紹介：里山を活用した自然体験、環境保全活動、環境教育を

市民と協働で行っている岡崎市の施設。
実 施 日：令和7年10月8日（水）
研修成果：指定管理者制度による民間運営の良い点、多様な協働

団体との取り組みを進める姿勢等、大変参考になり有
意義な体験でした。

②豊田市自然観察の森
施設紹介：身近な自然と触れ合うことにより、自然を守り、自然

に学ぶための豊田市の環境学習施設。
実 施 日：令和7年11月18日（火）
研修成果：市内小学校(４年生)の環境学習の見学及び森林・自然

環境の管理整備、指定管理者・運営体制、調査研究、
利用状況等についてご教示いただき、大変参考になり
ました。

各施設の職員、関係者の皆様方には、お忙しい中対応していただき、感謝申し上げます。

海上の森ミニセミナー 第40回

海上の森の哺乳類
～１０年間の調査からみえてきたこと～

海上の森では、モニタリングサイト1000里地調査をはじめ哺乳類の調査を毎年実施しています。

今回は、モニタリングサイト1000里地調査の過去10年間の調査結果からみえてきたことを中心

に、海上の森の哺乳類について紹介します。

海上の森にはどんな哺乳類がいるのでしょう？たくさんの写真や映像を交えてご紹介しますの

で、ぜひお気軽にご参加ください！

●日 時 令和７年１１月３０日（日） １３時３０分～１５時３０分まで
（受付開始：１３時００分）

●場 所 あいち海上の森センター ３階研修室
（瀬戸市吉野町３０４－１）

●話題提供 石原裕太 （あいち海上の森センター非常勤職員自然環境調査担当）

●参加申込 不要。時間までに会場にお越しください。（無料）
※参加者多数の場合は、補助席を出して対応しますが、会場の収容可能人数を上回る
場合は、先着順で受付を打ち切る場合もございます。

※悪天候等により急きょ中止となる場合もございます。ご来場前にホームページで
「イベント等中止情報」のご確認をお願いします。

●主 催 あいち海上の森センター （ 0561-86-0606）

あ に ま る ず

題 目：海上の森ミニセミナー第４０回
       海上の森の哺乳類(あにまるず)

～直近10年間の調査結果からみえてきたこと～
日 時：令和7年11月30日（日）13：30～15：30
場 所：あいち海上の森センター３階研修室
内 容：海上の森では、モニタリングサイト1000里地調査

 をはじめ哺乳類の調査を毎年実施しています。
 今回は、モニタリングサイト1000里地調査の過去

 10年間の調査結果から見えてきたことを中心に、
 海上の森の哺乳類について紹介しました。

久しぶりの開催でしたが、多くの方にご参加していだきありがとうございました。。

ここ最近、クマ出没・被害がトップ
ニュースとなる日が多い。今のところ
海上の森での確実な情報はありません
が、近隣地域では目撃、被害情報が出
ています。動植物との出会いを楽しみ
ながら、安心してウォーキングできる
環境であって欲しいと思います。

哺乳類の痕跡、設置した自動撮影カメラ等開催状況

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kaisho/
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